
平成３０年春季練習試合 2018年 03月 23日 矢掛高校 VS 愛工大名電高校  

 ＠うぐいす球場 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 

矢 掛 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 

愛工大名電 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

矢：森上 ― 小池                       文責：国定 和佳（普通科総合コース） 

 

矢掛高校の先発は、２年生右腕の森上（総社西中）。 

 

1回表、矢掛高校の攻撃。相手の好投により三者凡退で抑えられる。 

1回裏、愛工大名電高校の攻撃。森上の好投により二者連続三振を奪う万全の立ち上がり。 

2回裏、愛工大名電高校の攻撃。一死から連続四死球を与えるが、後続を抑えこの回を終える。 

3回表、矢掛高校の攻撃。一死から佐藤孝太（木之子中）が四球により出塁。続く上山（木之子中）の犠打が悪

送球となりボールが外野を転々とする間に２点を先制する。 

3回裏、愛工大名電高校の攻撃。二死から右前打を放たれるも、捕手：小池（総社西中）の好送球で盗塁を刺す。 

4回表、矢掛高校の攻撃。先頭打者の森上が中前打を放ち出塁する。続く猪原（高屋中）が犠打を決め、さらに

真砂（木之子中）の進塁打で二死三塁とチャンスを迎えるも、あと一本が出ず、無得点。 

4回裏、愛工大名電高校の攻撃。一死から四球により走者を背負うが、連続飛球に抑え、無失点。 

5回裏、愛工大名電高校の攻撃。二死から死球で出塁するも次打者を三振に抑える。 

6回表、矢掛高校の攻撃。相手の好投により出塁することができない。 

7回裏、愛工大名電高校の攻撃。一死から悪送球により出塁を許してしまうも後続を抑える。 

8回表、矢掛高校の攻撃。二死から大山（小北中）が中前打を放ち、久々の出塁となるが、盗塁死。 

8回裏、愛工大名電高校の攻撃。二死から四球と盗塁で二塁に走者を背負う。ここから中前打と四球で二死満塁

と攻められるが、最後は渾身のストレートで三振を奪い、ピンチを脱する。 

9回表、矢掛高校の攻撃。先頭打者の小川（真備中）が中前打を放ち出塁するも、上位打線が２三振を喫し、追

加点を奪えず最終回の守備へ。 

9回裏、愛工大名電高校の攻撃。森上の落ち着いた投球により三者凡退で抑え試合終了。 

 

矢掛高校は愛工大名電高校に２―０で勝利した。今回の試合では、制球が定まらず四死球によって出塁を許す場

面が見られたが、落ち着いてプレーし、無失点で試合を終えることができてよかったと思う。打撃面では相手投

手の切れの良い変化球の前に、安打が少なく、チャンスをものにすることができなかったので日々の練習でバッ

ティング強化に励んでいってほしい。 

今シーズンの勝敗 

６勝０敗２分 


